
 

 江東ろう学校中学部を昭和４５年３月に卒業された 加藤智差子（ちさこ）様をお呼びして、 

１０月１３日（金）の１０時から１時間、「先輩と話す会」が行われ、小学部４年生から６年生の

児童が加藤様と交流しました。 

音を表す言葉（オノマトペ）は漫画を読んで覚えたこと、就労してからの苦労話や、周囲の 

健聴の人たちに感謝の気持ちをもち、仕事以外の楽しみを見付けるようにしたことなどの話に、 

子供たちは一つ一つ「なるほど。」とつぶやいたり、うなずいたりしていました。そして、昭和 

５８年から続けてこられた和太鼓の実演では、その響きの豊かさに圧倒されていました。様々な

刺激を受ける素晴らしい機会となりました。 

 


